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質問に対する回答（１）

• スティブン・ブライスタインのアイ・スター解釈

ゴールを達成するタスクを特定するために使用

• 私たちのアイ・スター解釈

ゴールを達成するタスクに分割するために使用

抽象目的

具体目的

活動 活動 活動 活動

抽象目的

具体目的

活動

手段目的支援関連

活動分析関連

アイ・スターの凡例ゴールモデル

具体目的

学校
へ行く

電車
乗車

バス
乗車

定期
購入

改札を
通る
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電車
乗車



質問に対する回答（２）

• 質問内容：先に描くのはゴール指向分析かジャクソン問題図か、それとも平行して描くのか？
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資料に記述されていなかった・・・

< 方法１ >

①ゴールモデル

②ジャクソン問題図

< 方法２ >

①ジャクソン問題図

②ゴールモデル

アルバイト先の喫茶店（株式会社ダフネコーヒーの直営店）の
「お客様を増やす」というソフトゴールを対象とし二通りで検証



方法１

• 作業の流れ

①ゴール指向分析でソフトゴールを分解する

②どの手段を用いてソフトゴールを達成するかを決定する

③各要求に対し、ジャクソン問題図を当てはめていく

④さらに細かく要求を分析していく
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< 方法１ >

①ゴールモデル

②ジャクソン問題図



方法１－１（ゴールモデル）
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ダフネ（飲食店）の
お客様を増やす宣伝

する

クレーム
を減らす

品の価格
を安くする

メニュー
を増やす

利益を
減らす

原価を
抑える 店舗のリニュー

アルする 接客の改
善をする

営業時間を
長くする

空調を調節
する

業者に
依頼する

HP
作成する

チラシを
作成する

チラシ
を配る

原料
変更

取引先に価
格交渉する

業者に
依頼する

自分達で
リニューア
ルする

回覧板ノー
トを作成し、
意見を共有

お店での時間
を快適に過ご
してもらう

一品の量
を減らす

価格を変
更する

呼び込
みをする

アドバイス
をスタッフ
同士でする

アンケート
を実施する

コンセプトを
決定する

お客様の
意見を聞く

ブログ
作成する

看板で
宣伝する

エアコンの
温度調節

発売時期を
決定する

レシピを
作成する

新商品を
開発する

ネットで
宣伝する

研修
を行う



方法１－２（ゴールモデルとジャクソン問題図
の統合）
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顧客

広告
代理店

店員

直営店

直営店
のHP

顧客

卸販売

営業店

工場 株式会社
ダフネ

コーヒー
（本社）

顧客

FC店

店員

直営店

営業店

ダフネ（飲食店）の
お客様を増やす

宣伝
する

業者に
依頼

ネットで
宣伝する

情報を更
新する

お客様にダフネ
を知ってもらう

品の価格
を安くする

メニュー
を増やす

HPを作成
する

各店舗からの
情報を毎月
メールで送信業者が取

材に行く

店舗情報を
収集する

クーポンを
作成する

クーポン
を実施

お客様の意
見を聞く

アンケート
を作成する

アンケー
トを実施

各店舗の
情報をま
とめる

顧客が
アンケートに
入力する

入力欄を
ページに
設ける

特典を
付ける

料金を
支払う



利点と問題点
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• 要求を自由に分解することができる

利点

• どこまで細かく分解すればよいか不明

• 要求を２回分解しなければならない

• どの戦略が一番良いかを測るものがない

• ジャクソン問題図を用いながら要求を分
析する

問題点



方法２ ～作業の流れ～
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ソフトゴール（戦
略ゴール）の設定

関係性の高い環
境を分解・抽出

ゴール指向分析
を行う

さらに関係性の
高い環境を分解・
抽出

ジャクソン問題図
の作成

完成



方法２－１
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顧客

卸販売

営業店

工場

株式会社
ダフネコーヒー
（本社）

顧客

FC店

店員

直営店

営業店

ダフネ（飲食店）の
お客様を増やす

１、ソフトゴール（戦略ゴール）の設定 ２、関係性の高い環境を分解・抽出

今回の対象は、営業店の中でも
直営店のダフネなので「営業店」の
組織（環境）までの分解を行う



方法２－２
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ダフネ（飲食店）の
お客様を増やす

宣伝
する

クレームを
減らす

品の価格を
安くする

メニュー
を増やす

利益を
減らす

原価を
抑える 店舗の

リニューアル 接客の
改善をする

営業時間
を長くする

空調を
調節する

業者に
依頼する

HP
作成する

チラシを
作成する

チラシ
を配る

原料
変更

取引先に価格交渉する

業者に
依頼する

自分達で
リニュー
アルする

回覧板ノートを
作成し、意見を共有

お店での時間を
快適に過ごしてもらう

一品の量
を減らす

価格を
変更する

呼び込み
をする

アドバイスを
スタッフ同士でする

アンケート
を実施する

コンセプト
を決定する

お客様の
意見を聞く

ブログを
作成する

看板で
宣伝する

エアコンの
温度調節

発売時期
を決定する

レシピを
作成する

新商品を
開発する

ネットで
宣伝する

研修を行う

３、ゴール指向分析を行う



方法２－３
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顧客

広告代理店

店員

直営店
直営店
のHP

顧客

卸販売

営業店

工場 株式会社
ダフネコーヒー
（本社）

顧客

FC店

店員

直営店

営業店

４、さらに関係性の高い環境を分解・抽出

ダフネ（飲食店）の
お客様を増やす

宣伝
する

業者に
依頼する

HP
作成する 呼び込み

をする

ブログを
作成する

看板で
宣伝する

ネットで
宣伝する

今回は「宣伝する」という
ソフトゴールを

満たす要求を考える



方法２－４
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顧客

広告
代理店

店員

直営店
直営店
のHP

顧客

卸販売

営業店

工場 株式会社
ダフネ

コーヒー
（本社）

顧客

FC店

店員

直営店

営業店

ダフネ（飲食店）の
お客様を増やす

宣伝
する

業者に依頼

ネットで
宣伝する

情報を更新する

お客様にダフネ
を知ってもらう

品の価格を
安くする

メニュー
を増やす

HPを作成する

各店舗からの
情報を毎月
メールで送信

業者が
取材に行く

店舗情報
を収集する

クーポンを
作成する

クーポンを
実施

お客様の
意見を聞く

アンケート
を作成する

アンケートを
実施

各店舗の情報
をまとめる

顧客が
アンケートに入力する

入力欄
をページ
に設ける

特典を
付ける

料金を
支払う

５、ジャクソン問題図の作成



利点と問題点

• 完成時に、誰と誰の間（どの段階）の要求か明確

• 具体的な環境要素から
新たな要求の抽出を行える

利点

• 環境分解の方向性が、決めにくい

• 結果的に２回以上の環境分析が必要

• 要素が抽出できず、気づきにくくなる要求が
存在する可能性がある

問題点
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疑問点・気付いた点

• 初めの環境分析時に、どのレベル、どの組織に関して分解
していくのか明確に、線引きできない

• 要求をハードゴールにするか、タスクにするか判断が難しい

• 実際に効率が良いのか

疑問点

• 分解や分析を行うときに、ある程度その組織の改善を行っ
ていくかを考えていくとよい

• 結局、環境分解と要求分析を同時進行で行っているように
なる

気づいた点
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今後の課題

• 今回感じた疑問点を基に研究を進めてく
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